
２０１３年　
こう えき しゃ だん ほう じん ぜん こく  しゅ  ざん きょう いく   れん めい

公益社団法人全国珠算教育連盟として
かつどう

活動する ２０１４年　「
しゅ ざん

珠算 」が
 せ かい  む  けい   ぶん か い さん

世界無形文化遺産（
ちゅう ごく

中国）に
とうろく

登録された

oroban

２．日本にそろばんが
つた

伝わる

１．そろばんの
た んじょう

誕生

History of ２００年　
かん

漢の
じょ がく

徐岳が
あらわ

著した「数術記遺」に「
しゅざん

珠算」の
 も じ

文字がある

７００年
ごろ

頃　
ちゅうごく

中国から
こよみ

暦・
さ ん  ぎ

算木・
  か

掛け
ざん く く

算九九 が日本へ
でんらい

伝来したそろばんの歴史

みぞ
溝そろばん
みぞ
溝そろばん

◀
 詳細は

こちら

せん
線そろばん
せん
線そろばん

すな
砂そろばん
すな
砂そろばん

５．
  せ  かい

世界に
ひろ

広がる「そろばん」５．
  せ  かい

世界に
ひろ

広がる「そろばん」

１３７１年　
ちゅうごく

中国の
ほん

本「魁本対相四言雑字」に「
そろばん

算盤」の
 も じ

文字と
  ず

図が
けいさい

掲載されている
１５７２年

ごろ

頃　
 ご だ ま

五玉２
  こ

個・
いちだま

一玉５
  こ

個の
そろばん

算盤とともに「
 わ

割り
ざん く く

算九九 」が日本に
つた

伝わる
１３７１年　　

ちゅうごく

中国の
ほん

本「魁本対相四言雑字」に「
そろばん

算盤」の
 も じ

文字と
  ず

図が
けいさい

掲載されている
１５７２年

ごろ

頃　
 ご だ ま

五玉２
  こ

個・
いちだま

一玉５
  こ

個の
そろばん

算盤とともに「
 わ

割り
ざん く く

算九九 」が日本に
つた

伝わる

４．そろばん
きょういく

教育が
はじ

始まる

１８７３年　
 しょうがっ こう

小学校の
さんじゅつ

算術 に「
しゅざん

珠算」が
さいよう

採用された
１８７９年　

 ご だ ま

五玉１
  こ

個・
いちだま

一玉５
  こ

個の
そろばん

算盤が
つか

使われる
１８８１年　

  め

目の
 ふ じ ゆう

不自由な
ひと

人のための
そろばん

算盤が
こうあん

考案される
１８８６年　

しょうがっこうれい

小学校令で
さんじゅつ

算術 は
じんじょうしょうがっこう

尋常小学校では「
しゅざん

珠算」と
さだ

定められる

　
 めい じ  じ だい

明治時代に
はい

入り、１８７３
ねん

年、
しょう が っこう

小学校の
さんじゅつ

算術に「
しゅざん

珠算」が
さいよう

採用された。
なかごろ

中頃には、「
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉５
 こ

個の
そろばん

算盤」が
ひろ

広く
つか

使われるようになった。
　

たいしょう じ  だい

大正時代を
 へ

経て
しょう  わ  じ  だい

昭和時代になり、１９２８
ねん
年、

 こ こ  

個々の
しゅざん

珠算の
 ぎ の う

技能を
ただ

正しく
ひょう か

評価するために｢
しゅざん けんてい し けん 

珠算検定試験」が
はじ

始まる。１９３８
ねん

年には、
もん ぶ  しょう

文部省が
しょう がっこう

小学校では「
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉４
 こ

個の
そろばん

算盤」がよいと
 し  じ  

指示したことから、
 し よう

使用
する

ひと

人が
 し だい

次第に
おお

多くなった。そして、
  ぎ  む きょう いく

義務教育が
ろく

六・
さんせい

三制に
さだ

定められた
１９４７

ねん

年から
げんざい

現在に
いた

至るまで、
しょう がっこう

小学校では「そろばん」が
けいぞく

継続して
まな

学ば
れている。

　
 めい  じ  じ だい

明治時代に
はい

入り、１８７３
ねん

年、
しょう がっ こ う

小学校の
さんじゅつ

算術に「
しゅざん

珠算」が
さいよう

採用された。
なかごろ

中頃には、「
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉５
 こ

個の
そろばん

算盤」が
ひろ

広く
つか

使われるようになった。
　

たいしょう じ  だい

大正時代を
 へ

経て
しょう  わ  じ  だい

昭和時代になり、１９２８
ねん

年、
 こ こ  

個々の
しゅざん

珠算の
 ぎ のう

技能を
ただ

正しく
ひょう か

評価するために｢
しゅざん けんてい し けん 

珠算検定試験」が
はじ

始まる。１９３８
ねん

年には、
もん ぶ  しょう

文部省が
しょう がっこう

小学校では「
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉４
 こ

個の
そろばん

算盤」がよいと
 し  じ  

指示したことから、
 し よう

使用
する

ひと

人が
 し だい

次第に
おお

多くなった。そして、
  ぎ  む きょう いく

義務教育が
ろく

六・
さんせい

三制に
さだ

定められた
１９４７

ねん

年から
げんざい

現在に
いた

至るまで、
しょう がっこう

小学校では「そろばん」が
けいぞく

継続して
まな

学ば
れている。

３．そろばんの
かいりょう

改良

１５９１年　
とよとみひでよし

豊臣秀吉より
はいりょう

拝領 の
そろばん

算盤

１５９２年　
ちょうせんしゅっぺい

朝鮮出兵のときに
ま え だ としいえ

前田利家が
じんちゅう

陣中 で
しよ  う

使用した
そろばん

算盤
１５９５年　

  ら ぽ にちたいやく  じ て ん

拉葡日対訳辞典に「
 そ ろ ば ん

Soroban」と
 き さい

記載がある

１５９１年　
とよとみひでよし

豊臣秀吉より
はいりょう

拝領 の
そろばん

算盤

１５９２年　
ちょうせんしゅっぺい

朝鮮出兵のときに
ま え だ としいえ

前田利家が
じんちゅう

陣中 で
 し よう

使用した
そろばん

算盤
１５９５年　

  ら ぽ にちたいやく  じ て ん

拉葡日対訳辞典に「
 そ ろ ば ん

Soroban」と
 き さい

記載がある

１９２６年　
こうとうしょうがっこう

高等小学校で
しゅざん

珠算を
まな

学ぶことが
ひっしゅう

必修となる

１９２８年　
しゅざんけんてい   し けん

珠算検定試験が
はじ

始まる

１９３８年　
もん ぶ しょう

文部省は
  ご  だま

五玉１
  こ

個・
いちだま

一玉4
  こ

個の
そろばん

算盤を

        
しょう がっ こう

小学校の「
  じ  どうようひょうじゅん

児童用標準そろばん」と
  き

決める

１９４２年　
もん ぶ しょう

文部省は
こく みんがっこう

国民学校３
ねんせい

年生から「
しゅざん

珠算」を
ひっしゅう

必修とする

１９５３年　
ぜんこくしゅ ざんきょういくれんめい

全国珠算教育連盟が
そうりつ

創立される

１９２６年　
こうとうしょうがっこう

高等小学校で
しゅざん

珠算を
まな

学ぶことが
ひっしゅう

必修となる

１９２８年　
しゅざんけんてい   し けん

珠算検定試験が
はじ

始まる

１９３８年　
もん ぶ しょう

文部省は
  ご  だま

五玉１
  こ

個・
いちだま

一玉4
  こ

個の
そろばん

算盤を
しょう がっ こう

小学校の

 　　「
  じ  どうようひょうじゅん

児童用標準そろばん」と
  き

決める

１９４２年　
もん ぶ しょう

文部省は
こく みんがっこう

国民学校３
ねんせい

年生から「
しゅざん

珠算」を
ひっしゅう

必修とする

１９５３年　
ぜんこくしゅ ざんきょういくれんめい

全国珠算教育連盟が
そうりつ

創立される

　２０１４
ねん

年に「
しゅざん

珠算」が、
 せ かい  む      けい    ぶん か い さん

世界無形文化遺産（
ちゅう ごく

中国）に
とうろく

登録された。
  せ かいじゅう

世界中で
けいしょう

継承しなければならない
じゅうよう

重要なものの
ひと

一つであると
みと

認められたのは、
しゅ ざん

珠算による
きょう いくてきこう  か   

教育的効果、
ぶん か

文化・
けいざい

経済の
はってん

発展への
こうけんとう

貢献等が
 り か い

理解されたことによる。
げんざい

現在では、
  せ かい

世界の１００を
 こ

超える
くに

国や
  ち いき

地域で「そろばん」が
まな

学ばれている。
　２０１４

ねん

年に「
しゅざん

珠算」が、
 せ かい  む      けい    ぶん か い さん

世界無形文化遺産（
ちゅう ごく

中国）に
とうろく

登録された。
  せ かいじゅう

世界中で
けいしょう

継承しなければならない
じゅうよう

重要なものの
ひと

一つであると
みと

認められたのは、
しゅ ざん

珠算による
きょう いくてきこう  か   

教育的効果、
ぶん か

文化・
けいざい

経済の
はってん

発展への
こうけんとう

貢献等が
 り か い

理解されたことによる。
げんざい

現在では、
  せ かい

世界の１００を
 こ

超える
くに

国や
  ち いき

地域で「そろばん」が
まな

学ばれている。

　「
 み らい

未来のそろばんは
いったい

一体どうなるのだろう？」と
かんが
考えたキミ。

 み らい

未来は
みな

皆さんが
きず

築いて
 い

行くもの。そろばんのよさと
 か  のうせい

可能性を
まな

学んだ
みな

皆さんに
たく

託します。
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時
代
名

１６２２年　
もう り しげよし

毛利重能が「
わりざんしょ

割算書」を
かんこう

刊行した

１６２７年　
 え ど じ だい

江戸時代に
もっと

最 も
おお

多く
  よ

読まれた
しゅざんしょ

珠算書

 　   「
じん こ う き

塵劫記」を
よし  だ  みつよし

吉田光由が
かんこう

刊行した

１６２２年　
もう り しげよし

毛利重能が「
わりざんしょ

割算書」を
かんこう

刊行した

１６２７年　
 え ど じ だい

江戸時代に
もっと

最 も
おお

多く
  よ

読まれた
しゅざんしょ

珠算書

 　   「
じん こ う き

塵劫記」を
よし  だ  みつよし

吉田光由が
かんこう

刊行した

はじ
初めてのそろばんは、

だい ち
大地である

  ち  きゅう
地球だった！

はじ
初めてのそろばんは、

だい ち
大地である

  ち  きゅう
地球だった！

　
はる

遥か４０００
ねん

年ほど
まえ

前、メソポタミア
 ち ほう

地方で
すな

砂の
うえ

上に
せん

線を
 ひ

引き、その
うえ

上に
 こ いし

小石を
 お

置いて
けいさん

計算するそろばん、
まさに

だい ち

大地をそろばんとした『そろばんの
たんじょう

誕生』である。
すな

砂そろばんと
 よ

呼ばれた。
　２５００

ねん

年ほど
まえ

前には、エジプト、ギリシャ、ローマで
ばん た い

盤（平らな
いた

板や
いし

石）の
うえ

上に
せん

線を
 ひ

引き、その
うえ

上に
たま

玉を
 お

置いて
けいさん

計算をする
せん

線そろばんがある。そして、２３００
ねん

年ほど
まえ

前になると、ローマで
つか

使われていた、
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉４
 こ

個が
みぞ

溝に
はい

入っている
みぞ

溝そろばんが
 う

生まれた。

　
はる

遥か４０００
ねん

年ほど
まえ

前、メソポタミア
 ち ほう

地方で
すな

砂の
うえ

上に
せん

線を
 ひ

引き、その
うえ

上に
 こ いし

小石を
 お

置いて
けいさん

計算するそろばん、
まさに

だい ち

大地をそろばんとした『そろばんの
たんじょう

誕生』である。
すな

砂そろばんと
 よ

呼ばれた。
　２５００

ねん

年ほど
まえ

前には、エジプト、ギリシャ、ローマで
ばん た い

盤（平らな
いた

板や
いし

石）の
うえ

上に
せん

線を
 ひ

引き、その
うえ

上に
たま

玉を
 お

置いて
けいさん

計算をする
せん

線そろばんがある。そして、２３００
ねん

年ほど
まえ

前になると、ローマで
つか

使われていた、
 ご だま

五玉１
 こ

個・
いちだま

一玉４
 こ

個が
みぞ

溝に
はい

入っている
みぞ

溝そろばんが
 う

生まれた。

　７００
ねんごろ

年頃、
ちゅうごく

中国から
けい さん どう ぐ

計算道具として「
さん  ぎ 

算木」が
つた

伝わった。
さん  ぎ

算木は、
 わ
割り

ばし

箸を５cmぐらいに
 き
切った

あか
赤と

くろ

黒のような
ぼう

棒を並べて、
ぬの

布や
かみ

紙で
つく

作られた
さんばん

算盤の
うえ

上で
けいさん

計算する。その
とう じ

当時、
 く く はちじゅういち

九九八十一から
はじ

始まる
 か

掛け
ざん   く  く 

算 九九も
つた

伝わっている。
　１３７１

ねん

年に
ちゅうごく

中国で
はっこう

発行された
ほん

本には、「
そろばん

算盤」という
 も   じ  
文字と「その

 ず

図 」が
 の

載っている。これは、
ちい

小さな
 こ ども

子供が
 も   じ  
文字

を
おぼ

覚える
とき

時に
つか

使う
ほん

本であった。そして、１５７２
ねんごろ

年頃、
ちゅうごく

中国から日本に
はじ

初めて「
そろばん

算盤(
 ご だま

五玉２
 こ

個・
いちだま

一玉５
 こ

個）」が
つた

伝わったと
いわれている。

　７００
ねんごろ

年頃、
ちゅう   ごく

中国から
けい さん どう ぐ

計算道具として「
さん  ぎ 

算木」が
つた

伝わった。
さん  ぎ

算木は、
 わ
割り

ばし

箸を５cmぐらいに
 き
切った

あか
赤と

くろ

黒のような
ぼう

棒を並べて、
ぬの

布や
かみ

紙で
つく

作られた
さんばん

算盤の
うえ

上で
けいさん

計算する。その
とう じ

当時、
 く く はちじゅういち

九九八十一から
はじ

始まる
 か

掛け
ざん   く  く 

算 九九も
つた

伝わっている。
　１３７１

ねん

年に
ちゅう   ごく

中国で
はっこう

発行された
ほん

本には、「
そろばん

算盤」という
 も   じ  
文字と「その

 ず

図 」が
 の

載っている。これは、
ちい

小さな
 こ ども

子供が
 も   じ  
文字

を
おぼ

覚える
とき

時に
つか

使う
ほん

本であった。そして、１５７２
ねんごろ

年頃、
ちゅう   ごく

中国から日本に
はじ

初めて「
そろばん

算盤(
 ご だま

五玉２
 こ

個・
いちだま

一玉５
 こ

個）」が
つた

伝わったと
いわれている。

４０００年
まえ

前　メソポタミア
  ち  ほう

地方で「
すな

砂そろばん」が
つか

使われる
２５００年

まえ

前　エジプト・ギリシャ・イタリア（ローマ）で「
せん

線そろばん」が
つか

使われる
２３００年

まえ

前　ローマで「
みぞ

溝そろばん」が
つか

使われる

４０００年
まえ

前　メソポタミア
  ち  ほう

地方で「
すな

砂そろばん」が
つか

使われる
２５００年

まえ

前　エジプト・ギリシャ・イタリア（ローマ）で「
せん

線そろばん」が
つか

使われる
２３００年

まえ

前　ローマで「
みぞ

溝そろばん」が
つか

使われる

　
ち ゅうご くせ い

中国製の
そろばん

算盤は、
たま

玉が
おお

大きく
まる

丸くて
はじ

弾きにくいところがあった。その
 ぶ ぶん

部分など
の

かいりょう

改良・
 く ふう

工夫を
くわ

加えた日本
せい

製の
そろばん

算盤も
つく

作られ
はじ

始めた。
　１６２２

ねんごろ

年頃に
きょう と  

京都でそろばん
きょうしつ

教室が「
てん か いちわりざん   しなん  

天下一割算指南」という
  な まえ

名前で
ひら

開かれる。
そして１６２７

ねん

年には、
そろばん

算盤による
けいさんほうほう

計算方法やいろいろな
けいさん

計算 の
もんだい

問題 の
 と

解き
かた

方を
れい

例とした、そろばんの
きょう    か  しょ

教科書ともいえる「
じんこう き  

塵劫記」が
しゅっぱん

出版され、
 え ど  じ だ い

江戸時代に日本
の

すうがく

数学の
ほん

本がベストセラーとなった。
おお

多くの
ひと

人が
てら こ  や

寺子屋などでこの
ほん

本を
きょう    か  しょ

教科書
にして、そろばんを

まな

学び、そろばんでたくさんのことを
まな

学んだ。

　
ち ゅうご くせ い

中国製の
そろばん

算盤は、
たま

玉が
おお

大きく
まる

丸くて
はじ

弾きにくいところがあった。その
 ぶ ぶん

部分など
の

かいりょう

改良・
 く ふう

工夫を
くわ

加えた日本
せい

製の
そろばん

算盤も
つく

作られ
はじ

始めた。
　１６２２

ねんごろ

年頃に
きょう    と 

京都でそろばん
きょうしつ

教室が「
てん か  いち  わり  ざん    し なん 

天下一割算指南」という
  な まえ

名前で
ひら

開かれる。
そして１６２７

ねん

年には、
そろばん

算盤による
けいさんほうほう

計算方法やいろいろな
けいさん

計算 の
もんだい

問題 の
 と

解き
かた

方を
れい

例とした、そろばんの
きょう    か  しょ

教科書ともいえる「
じんこう き  

塵劫記」が
 しゅっ   ぱ ん

出版され、
 え  ど  じ だ い

江戸時代に日本
の

すうがく

数学の
ほん

本がベストセラーとなった。
おお

多くの
ひと

人が
てら こ  や

寺子屋などでこの
ほん

本を
きょう    か  しょ

教科書
にして、そろばんを

まな

学び、そろばんでたくさんのことを
まな

学んだ。

ー ー


